
氏 名

学 位 の 種 塀

学 位 ~記 番 号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題 目

U
U5411

書
比

士

信
輔

博

滞
神

学

鹿
=,J

農

論 集 博 第 869号

晦 和 55年 7 月 23日

学 位 規 則 第 5 桑 第 2 項 該 当

テンサイかっぽん病に関する研究

一主として菌の生態的特性に基づいた防除法について-

(主 査)
論文調査委員 教 授 山 本 昌木 教 授 栗 原 浩 教 授 上 山 昭 則

論 文 内 容 の 要 旨

rかっぽん病の多発は,北海道のテンサイ栽培に大きな害被を与える｡本論文は,かっぽん病菌の生態と

それに基づく防除法の研究をまとめたもので,その主要な内容はつぎのとおりである｡

かっんば病第1次伝染源としてテンサイ以外の感受体を検討した結果,温室条件で接種すると8科20種

の植物に発病を認めたが,租地で接種すると,Bcia属以外の植物ではホウレンソウだけが発病した.し

かし,北海道に融 ､て Beta属の野生種は自生せず,テンサイ栽培地域ではカェソサイ･フダンソウおよ

びホウレンソウはほとんど栽培されないので,本病の感受体範囲はテンサイと飼料用ピートに限られる｡

テンサイり所業組織中の病原菌は越冬し連作畑における本病多発の原田となるが,その生存期間は2年

以上とならない｡したがら七∴3年以上の輪作は有効である.畑地で越冬した病原菌は5月下旬ごろ分生

胞子を形成する｡4-5年の輪作畑における番病の発生には種子伝染が最も大きく影響する｡テンサイ種

千 (球果)の被害部は主としてがぐとはうである｡種子を研磨Lがくとほうを取り除くと,種子伝染の防

止に効果的セあ畠｡

6月下旬～7月上旬適当な降雨があると,本病癖斑上に多量の分生胞子(1病斑当り20,000-30,000個)

が形成される｡

本菌がテンサイに気孔侵入する際には,気孔前庭に付着器を形成し,付着等の発芽により侵入糸を発出

するが,暗幕下の感受体菜帝では棒とんギ付着器を形成しない｡

本病の発生は,高温 (23℃)の方が低温 (18℃または13℃)よりも多く,,その港代潮間は短い｡
本菌の生態から考察すると,串TY4年の輪作 ･前年のり病薫をテンサイは場に持ち込まないこと･健全

種子のは琴虹より防飴が可能となり,本病の発生甲少ない地帯ではこの3法の実施時より薬剤散布をしな

いでも本宿は発生しない｡しかし,多発地帯では栽培後期に発病をみることがあるので,薬剤散布が必要

となる｡栽培後期の発病程度を指数1.5;以下醍抑えれば,乗用的に被害はないものとみなされる.そこで,

治療効果の高い薬剤の検索を行った｡I

まず,温室内で T13Z(Thiabcndazolc)〔2-(41thiazolyl)benzimidazole〕のほか,約30桂根の薬剤に
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ついて検討したところ, カスガマイシン･チオファネ-ト･TBZが高い防除効果を示した｡ しかし,カ

スガマイシンは 自然発生畑においては防除効果が低く,TBZはかなり高価なので実用的には不適当で

あるO そこで, 防除効果が高く, 安価なチオファネ-ト〔1,2LBis(3--ethoxycarbony1-2-thioureido)

benzene〕の散布濃度ならびに散布回数を検討した｡ ほ場全面に薬剤を散布するよりも,発病中心に重点

的に散布しながら全面に散布する方が防除効果は高いOチオファ昇一ト散布病斑上ではほとんど分生胞子

は形成されない.発病前からチオファネ-トを散布しても,発病の中心が現われてからチオファネ-ト1

回散布 (8月下旬)で本病を実害のない程度に抑えることが可能となった｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

テンサイかっぽん病は,世界各地に発生し,その被事も大きいので,古くから研究されているが,本病

菌の生活史全般について検討し,これに基づいて防除対策を論じた報告はすくない｡本論文では,本菌の

生活史を研究し,実態調査でその結果を裏付けし,これに基づいて防除対策を検討した｡本論文において

評価される点はつぎのとおりである｡

1. は場における本病多発要因を検討し,多くの実態調査結果から前年のり病葉がほ場に持ち込まれる

と,本病多発の原因となるこ◆とを明らかにした｡

2.､テンサイ葉に発生する斑点性病害には∴かっぽん病 ･じゃのめ病 ･斑点病 1･斑点性細菌帝 ･菓腐病

および葉枯病が知られているが,実用的に薬剤散布を必要とするのはか'っぽん病だけである｡そのため,

本病の診断法を確立した｡すなわち,病珪上一棟に白色粉状のかびが生じ 病珪上に小黒点が散布するこ

とにより他の病害と区別するこ滋ができる｡

3.第1次伝染源から本菌分生胞子の飛散距離がきわめて短い芦.?が実験卸 こ証明されたので,前年の

り病葉が輪作畑に持ち込まれない限り,種子伝染が輪作畑に大きな影響を与えることを指摘したOま粘

種子伝染の防止には種子の研磨が効果的であることを明らかにした0

4.本菌は気孔から感受体組織内に侵入する｡接種24時間以内に感受体表面の多くの分生胞子は発芽し,

48時間以内に付着器が形成され,72時間以内に付着掛 ま発芽し,侵入糸の長さは 100pm以上に達するo

発芽管は気孔に向って伸長する｡

5. 本病発病程度と収量との関係について詳細な検討を加えた｡温室条件下では,高温 (23℃)の方が

低温 (18℃または13℃)の場合よりも発病率が高く,潜伏期間も短かかった｡抵抗性品種とり病性品種と

では潜伏期間に差を認めた｡

6.種々の薬剤の本病防除効果を検討した結果,チオファネ-トが治療効果の高いことを明らかにし,

発病中心の出現後薬剤を散布することにより発病を抑えることが可能となった.

7. 本病の綜合防除対策を確立した｡すなわち,多発地帯でり病性晶鹿を栽培する場合,前年のり病葉

を持ち込まないように注意し,3･一4年の輪作を行い,健全種子をは種する｡そめ後∴8月下旬チオラァ

ネ-ト1回散布で実害のない程度に本病を抑えることができた｡

･~以上のように,本論文はテンサイかっぽん病病原菌の生態的特性に基づいて,､本病の防除法を確立した

ものであり,植物病理学 ･植物治病学 ･特用作物学のみならず農業の実際面をこ寄与するところが犬 せい｡′

･1.よって,本論文は農学博士の学位論文一として価値あるものi:認める甘一一一
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